
教育用端末を利用した個人向け掲示システムの開発
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概要

学生個人に連絡を取りたい場合，電子メールや掲示板を利用してコンタクトを取るのことが一般
的である．電子メールや掲示板を利用したこれまでの方法では，学生が連絡事項を確認したかどう
かを判断することが難しく，連絡手段としては確実性に乏しかった．そこで，学生がよく利用する教
育用端末を連絡手段とするようなメッセージ配信システムを提案する．本システムでは，学生個人
に特定のメッセージを配信し，メッセージ内容を教育用端末のディスプレイに表示するものである．
情報基盤センターでは，これまでも教育用端末のディスプレイに連絡事項を表示するメッセージ配
信システムを構築していたが，全ユーザに同一のメッセージを配信するだけのものであった．
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� はじめに
情報基盤センターでは，主に学生の教育目的のための

コンピュータを全学におよそ $%&台導入している．こ
れまで情報基盤センターで運用していたメッセージ配信
システムは，配信サーバに単一のメッセージを保存し，
配信サーバに接続してきた教育用端末に同じメッセージ
を配信するだけであった．教育用端末の起動ファイルに
配信サーバへの接続を記述しているので，基本的に教育
用端末にログオンすると，メッセージウィンドウが表示
される仕組みである．
附属図書館から，学生に対して個別のメッセージを配

信したいという要望が寄せられ，情報基盤センターで
新しい配信システムを構築するに至った．具体的な要望
は，図書を延滞している学生に対して早期返却を促す
メッセージを配信したいということであった．附属図書
館では，累計およそ $&&冊の延滞図書があり，担当職
員が延滞者に毎週督促メールを送信している．しかし

ながら，延滞者が電子メールを確認しない，携帯電話等
への転送時に迷惑メールフィルタに振るい落とされる，
といった問題があがっていた．
新潟大学は，医歯学系の学生を除いて，文系・理系の

学生は一つのキャンパスで学生生活を送っており，授業
のレポート作成や研究の調査に教育用端末を活用して
いる．とくに文系の学生に至っては，入学から卒業まで
教育用端末を利用している学生が多い．そこで，学生へ
の呼びかけの機会を増やすために，教育用端末にログオ
ンするたび，延滞図書名等を含んだ督促メッセージを表
示するような仕様とした．

� システム構成
本システムは，クライアント／サーバシステムの形

態で処理を行う．ユーザが教育用端末にログオンする
都度，ユーザ !'を配信サーバに送信し，配信サーバは
ユーザ !'に対応する延滞図書リストを返信する仕組み
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図� �� 延滞者データ形式

である．配信サーバで行う処理は，大別すると，クライ
アントからのメッセージ要求の処理と附属図書館から送
信される延滞図書リストの処理から成り，クライアント
からのメッセージ処理をオンデマンド，附属図書館から
送信される延滞図書リストの処理を深夜のバッチで処理
する．
�����	
系システムの開発環境には多様かつ豊富な

��
（����������� ������� 
��������）が用意されてお
り，�����	
系アプリケーションソフトウェア開発では
これらの��
を利用することがデファクトスタンダード
になっている．本システムでも教育用端末側の開発環境
として，他の�����	
系システムと同様に，マイクロソ
フト社から無償提供されている��
��� ������（�����
言語）を利用した．一方，配信サーバでは，教育用端末
にログオンする都度に ����
�コネクションが発生す
るので，複数のコネクションを並列処理する能力に優れ
ている � 
!系 "�上にシステムを構築した．

��� 教育用端末の処理

�����	
系"�では，スタートアップ／シャットダウ
ン／ログオン／ログオフ時にあらかじめ指定したプロ
グラムを自動的に実行するスクリプトが用意されてお
り，スクリプトの内容を自由に記述することができる．
本システムでは，次に述べるクライアントプログラムを
ログオンスクリプト（ログオン時に自動的に実行される
スクリプト）に記述し，ユーザが教育用端末にログオン
する都度に配信サーバからメッセージを取得して端末画
面に表示する．
クライアントプログラムは，#�$ 取得したログオン

ユーザのユーザ 
%を配信サーバに送信する処理と，#&$
配信サーバから受信したメッセージを端末画面に表示す
る処理の二つの部分から成る．

����� ユーザ ��の送信

教育用端末にログオンしている現在のユーザ 
%は，
�����	
 ��
の関数 ���������	�を呼び出して取得
し，ユーザ 
%を ���ソケット通信で配信サーバに送
信する．クライアントプログラムは，���コネクショ
ンを維持した状態で，引き続き配信サーバからのメッ
セージを待ち受ける．
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図� &� 延滞者データファイル形式

����� メッセージの表示

クライアントプログラムは，配信サーバからメッ
セージを受信すると，�����	
 ��
のウィンドウ関数

�������
�����／ ������
���等を呼び出してウィン
ドウを作成後にメッセージを表示する．ウィンドウ関数
の設定値を調整すると，ウィンドウの大きさや表示位置
を変更することができるが，本システムでは端末画面
いっぱいにウィンドウを表示するような設定になってい
る．これは，本システムの目的が延滞図書の返却を促す
ためのものであるため，なるべく他者の視線も気になる
ように配慮した結果である．

��� 配信サーバの処理

配信サーバでは，#�$ 附属図書館から定期的に転送さ
れる延滞図書リストのデータファイルを自動生成する
クロンスクリプトと，#&$ クライアントからの ���ソ
ケット通信を処理するサーバプログラムの二つの部分か
ら成る．
本システムでは，ログオンの都度，ユーザ 
%に対応

する延滞図書をデータファイルから検索するので，附属
図書館から転送される延滞者データを直接利用するこ
とができる．しかしながら，附属図書館の蔵書データ
ベースとの連携等，将来の拡張を考慮して，附属図書館
からの延滞者データファイルを更に延滞者データファイ
ル（����������）と蔵書データファイル（����������）
の二つに分割してこれを利用することとした．
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図� '� 蔵書データファイル形式
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図� �� 延滞者数と延滞図書冊数の推移

����� 延滞図書データファイルの作成

附属図書館から転送される延滞者データは，図 �の形
式を一つのレコードとして，延滞図書冊数分のレコード
をまとめたテキストファイル（���形式）である．延
滞者データに含まれる情報は，ユーザ ��，氏名，図書
��，図書タイトル，返却期限となっている．クロンス
クリプトは，延滞者データを図 �及び図 �の形式を一
つのレコードとする延滞者データファイルと蔵書データ
ファイルに分割する．
延滞者データファイルに含まれる情報は，図書 ��，

ユーザ ��，氏名，返却期限となっている．一方，蔵書
データファイルに含まれる情報は，図書 ��，図書タイ
トルのみとなっている．

����� 延滞図書リストの送信

クライアントからの 	�
 ソケット通信を処理する
サーバプログラムは，延滞者データファイルからユーザ
��に一致する図書番号を取得する．次に，蔵書データ
ファイルから，図書番号に一致する図書情報を取得す
る．以上の処理によって，延滞している図書情報の一覧
が完成するので，この一覧を返送する．

� 追跡調査
本システムは，平成 ��年 �月から実運用を開始して，

現在までおよそ �年 
ヵ月運用を続けている．本システ
ムの目的は，延滞図書の早期返却を促すことであるか
ら，目的が十分に達成されているかを検証する必要があ
る．本システムを開始してからの延滞者数及び延滞図書
冊数の推移を図 �に示す．推移図から，本学における
延滞図書の傾向を読み取ることができるが，本システム
の運用によって延滞図書冊数が減少しているかどうかの

明確な相関は認められず，本システムの効果に疑問の残
る結果となった．

� まとめ
本稿の結論として，サービスや運用を含めて今後の検

討が必要であるが，個別にメッセージを表示するシステ
ムは，本システムで構築した附属図書館向けのサービス
に限らず，特定のユーザへの連絡手段として利用できる
と思われる．
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